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東部南海トラフ海域において、海底ケーブル受振システムを用いた 2次元マルチコンポーネント反射法地震探査を実施
した。本エリアでは、海上 3次元地震探査法および坑井掘削の結果よりメタンハイドレート賦存が確認されている。デー
タ取得には、RSCS(Real-time Seismic Cable System)という海底設置型の 3成分速度型受振器（ジオフォン）システムを
用いた。RSCSは、18個の海底受振器を約 50m間隔で海底光ケーブルで接続した受振システムで、1展開で 850mの範
囲をカバーする。坑井を結ぶ 4展開の主測線とそれに坑井上で交差する 2本の受振測線 (それぞれ 1展開と 2展開)を設
定した。発震は 25m間隔で、海上エアガンを用いた。
ベクトル忠実度の高い高品質の 3成分データが取得された。鉛直成分記録に対しては、Vpのマイグレーション速度解

析を行い、P波の OBSの重合前時間マイグレーション処理を実施し、時間マイグレーション断面を得た。この結果は、
海上 3次元反射法地震探査の重合前時間マイグレーション処理で得られた断面と非常に良く一致しており、さらに高い分
解能を示している。一方、水平成分記録は、PS変換波を明瞭にとらえている。変換波 (Vc)の速度解析および Vp/Vs比
(γ)の更新を行い、PS変換波重合前時間マイグレーションを実施し、PS変換波断面を得ている。この PS変換波断面に
おいては、BSRに相当する深さのところに振幅異常が現れている。PS変換波断面の振幅異常は、Vsの速度変化を意味
し、このことはこの地域におけるハイドレート賦存状態を推定する上で、非常に有用な情報を与える。


